
(57)【要約】

【課題】　燃料電池車のさらなる衝突安全性を高め、事

故などに遭遇した場合でも、水素タンクの破損、破壊を

招くことがなく、かつ燃料電池車の大幅な性能低下、あ

るいは高額化をきたすことのない燃料電池自動車の水素

タンク支持装置及び方法を提供する。

【解決手段】　水素タンク１３を強度を有する容器１１

の内部に、同容器の内壁面に対して適当な隔離距離を設

けて固定し、同容器がある規定値以上の衝撃を受けた場

合に同固定部１４が切断されるような構造又は強度とし

、前記容器の内壁面を、前記水素タンクが前記規定値以

上の衝撃を受けて前記固定部が切断した後、前記水素タ

ンクが同内壁面に衝突して減衰振動を起こす構造とした

ことを特徴とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 素 タ ン ク を 強 度 を 有 す る 容 器 の 内 部 に 、 同 容 器 の 内 壁 面 に 対 し て 適 当 な 隔 離 距 離 を 設
け て 固 定 し 、 同 容 器 が あ る 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け た 場 合 に 同 固 定 部 が 切 断 さ れ る よ う な
構 造 又 は 強 度 と し 、 前 記 容 器 の 内 壁 面 を 、 前 記 水 素 タ ン ク が 前 記 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け
て 前 記 固 定 部 が 切 断 し た 後 、 前 記 水 素 タ ン ク が 同 内 壁 面 に 衝 突 し て 減 衰 振 動 を 起 こ す 構 造
と し た こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 自 動 車 の 水 素 タ ン ク 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 水 素 タ ン ク を 強 度 を 有 す る 容 器 の 内 部 に 、 同 容 器 の 内 壁 面 に 対 し て 適 当 な 隔 離 距 離 を 設
け て 固 定 し 、 同 水 素 タ ン ク が あ る 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け た 場 合 に 同 固 定 部 が 切 断 さ れ る
よ う な 構 造 又 は 強 度 と し 、 前 記 容 器 が 前 記 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け て 前 記 固 定 部 が 切 断 し
た 後 、 同 容 器 の 内 部 で 前 記 水 素 タ ン ク に 減 衰 振 動 を 起 さ せ て 、 衝 撃 を 吸 収 さ せ る こ と を 特
徴 と す る 燃 料 電 池 自 動 車 の 水 素 タ ン ク 支 持 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 定 部 を 割 り ピ ン 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 自 動 車 の 水
素 タ ン ク 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 固 定 部 を 弾 性 体 で 構 成 し 、 前 記 水 素 タ ン ク を 弾 力 性 を も っ て 支 持 す る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 自 動 車 の 水 素 タ ン ク 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 容 器 の 内 壁 面 に 、 ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊 維 を コ ー テ ィ ン グ し た 炭 素 繊 維 層 を 貼 り 付 け
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 自 動 車 の 水 素 タ ン ク 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 水 素 タ ン ク を 囲 む 前 記 容 器 内 の 空 間 部 に 衝 撃 緩 衝 材 を 充 填 し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ 記 載 の 燃 料 電 池 自 動 車 の 水 素 タ ン ク 支 持 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 水 素 タ ン ク の 両 端 に あ る 固 定 部 を ガ イ ド 部 材 に 嵌 合 し 、 同 ガ イ ド 部 材 の 両 端 に そ れ ぞ れ
一 端 が 取 り 付 け ら れ 、 他 端 に ス ト ッ パ ー を 取 り 付 け た 一 対 の ダ ン パ ー ス プ リ ン グ に よ っ て
、 前 記 固 定 部 を ス ト ッ パ ー を 介 し 両 側 か ら 付 勢 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池
自 動 車 の 水 素 タ ン ク 支 持 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 燃 料 電 池 自 動 車 が 事 故 を 起 こ し た 場 合 な ど 、 燃 料 電 池 自 動 車 に 搭 載 さ れ て い
る 高 圧 水 素 タ ン ク に き わ め て 大 き な 衝 撃 が 加 わ っ た 場 合 に お い て も 、 高 圧 水 素 タ ン ク の 破
損 、 破 壊 を 確 実 に 防 止 し 得 る 水 素 タ ン ク の 支 持 装 置 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 開 発 が 急 ピ ッ チ で 進 め ら れ て い る 燃 料 電 池 自 動 車 に お い て 、 そ の 水 素 貯 蔵 方 式 は 、
高 圧 水 素 タ ン ク の ほ か 、 水 素 吸 蔵 合 金 タ ン ク や 液 体 水 素 タ ン ク に 貯 蔵 す る 方 式 が 考 え ら れ
る が 、 現 時 点 で は 、 高 圧 水 素 タ ン ク 方 式 が 主 流 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 燃 料 電 池 車 の 衝 突 時 の 水 素 タ ン ク の 安 全 性 を 高 め る た め 種 々 の 方 策 が な さ れ て お り 、 そ
の ひ と つ と し て 、 た と え ば 、 次 の ３ 層 か ら な る ３ シ ー ル ド 積 層 構 造 の 高 強 度 の 水 素 タ ン ク
が 採 用 さ れ て い る 。
（ １ ） 軽 量 の 高 分 子 材 料 で 、 水 素 の 気 密 を 保 つ 層
（ ２ ） 抗 張 力 鋼 の 数 倍 の 高 強 度 カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー で 高 圧 下 で の 強 度 を 完 全 に 保 持 す る 層
（ ３ ） 表 層 に ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊 維 に よ り 、 事 故 な ど の 際 に 異 物 が ぶ つ か っ た 際 の 衝 撃 を
吸 収 す る 層
　 ま た 衝 突 時 に は 、 す べ て の 高 圧 電 気 回 路 と 水 素 元 バ ル ブ を 遮 断 す る シ ス テ ム も 採 用 さ れ
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て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ （ 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ １ １ ９ ８ ２ 号 公 報 ） に お い て は 、 高 圧 水 素 タ ン ク
と 水 素 が 供 給 さ れ る 燃 料 電 池 と を 高 圧 水 素 配 管 及 び 低 圧 水 素 配 管 で 接 続 し 、 高 圧 水 素 配 管
に は 衝 撃 に よ っ て 閉 じ る 電 磁 弁 及 び 高 圧 水 素 を 低 圧 水 素 に 減 圧 す る 調 圧 弁 が 介 装 さ れ 、 調
圧 弁 よ り 下 流 側 の 低 圧 水 素 配 管 に は 脆 弱 部 を 設 け 、 車 両 衝 突 時 な ど に 車 体 が 変 形 し て も 、
こ の と き 発 生 す る 応 力 を 低 圧 水 素 配 管 の 脆 弱 部 が 受 け て 変 形 に よ り 吸 収 し 、 高 圧 水 素 配 管
の 変 形 を 防 止 す る と と も に 、 車 両 衝 突 時 な ど に 前 記 電 磁 弁 を 閉 じ る こ と で 、 脆 弱 部 へ の 水
素 の 供 給 が 停 止 さ れ 、 脆 弱 部 で 破 損 が 生 じ た と し て も 、 水 素 タ ン ク 内 の 燃 料 の 漏 れ を 防 止
す る 水 素 配 管 構 造 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ １ １ ９ ８ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 上 記 の 従 来 の 衝 突 時 の 対 策 で は 、 あ る 程 度 の 衝 撃 に 対 し て は 有 効 で あ る か
も し れ な い が 、 燃 料 電 池 車 が 、 事 故 等 に よ り 大 き な 衝 撃 を 受 け た 場 合 、 上 記 の 手 段 で は 不
十 分 な 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み 、 燃 料 電 池 車 の さ ら な る 衝 突 時 の 安 全 性 を 高 め
、 事 故 な ど に 遭 遇 し た 場 合 、 あ る い は 車 体 が 崖 か ら 転 落 し た よ う な 場 合 で も 、 水 素 の 引 火
を 引 き 起 こ す よ う な 水 素 タ ン ク の 破 損 、 破 壊 を 招 く こ と が な く 、 か つ 燃 料 電 池 車 の 大 幅 な
性 能 低 下 、 あ る い は 構 造 の 複 雑 化 を ま ね く こ と の な い 燃 料 電 池 自 動 車 の 水 素 タ ン ク 支 持 装
置 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は か か る 目 的 を 達 成 す る も の で 、 そ の 第 １ の 手 段 は 、 水 素 タ ン ク を 強 度 を 有 す る
容 器 の 内 部 に 、 同 容 器 の 内 壁 面 に 対 し て 適 当 な 隔 離 距 離 を 設 け て 固 定 し 、 同 容 器 が あ る 規
定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け た 場 合 に 同 固 定 部 が 切 断 さ れ る よ う な 構 造 又 は 強 度 と し 、 前 記 容 器
の 内 壁 面 を 、 前 記 水 素 タ ン ク が 前 記 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け て 前 記 固 定 部 が 切 断 し た 後 、
前 記 水 素 タ ン ク が 同 内 壁 面 に 衝 突 し て 減 衰 振 動 を 起 こ す 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 か か る 第 １ の 手 段 に お い て 、 好 ま し く は 、 前 記 固 定 部 を 割 り ピ ン 構 造 と す る 。 ま た 別 な
好 ま し い 実 施 形 態 と し て は 、 前 記 固 定 部 を 弾 性 体 で 構 成 し 、 前 記 水 素 タ ン ク を 弾 力 性 を も
っ て 支 持 す る よ う に す る 。 さ ら に 別 な 好 ま し い 実 施 形 態 と し て は 、 前 記 容 器 の 内 壁 面 に 、
ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊 維 を コ ー テ ィ ン グ し た 炭 素 繊 維 層 を 貼 り 付 け る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 か か る 第 １ の 手 段 に お い て は 、 前 記 固 定 部 が 耐 え 得 る あ る 規 定 以 上 の 衝 撃 力 を 受 け る ま
で は 、 水 素 タ ン ク は 容 器 内 で 固 定 さ れ 、 あ る 規 定 以 上 の 衝 撃 力 を 受 け た 場 合 、 水 素 タ ン ク
の 前 記 固 定 部 が 切 断 し 、 水 素 タ ン ク が 前 記 容 器 の 中 で 容 器 の 内 壁 面 と 衝 突 を 繰 り 返 し な が
ら 、 衝 撃 を 吸 収 し 、 減 衰 振 動 す る 。 そ の た め 水 素 タ ン ク の 破 損 、 破 断 に は 至 ら な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の 際 固 定 部 を 割 り ピ ン 構 造 と す れ ば 、 簡 単 な 構 造 で 、 固 定 部 が 切 断 す る 衝 撃 力 を 正 確
に 設 定 で き る 。 ま た 固 定 部 を 弾 性 体 で 構 成 し 、 前 記 水 素 タ ン ク を 弾 力 性 を も っ て 支 持 す れ
ば 、 固 定 部 が 切 断 さ れ る ま で の 衝 撃 吸 収 力 を さ ら に 向 上 で き る 。 ま た 容 器 の 内 壁 面 に 、 ケ
ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊 維 を コ ー テ ィ ン グ し た 炭 素 繊 維 層 を 貼 り 付 け る よ う に す れ ば 、 最 も 軽 量
で 高 強 度 の 高 圧 容 器 と す る こ と が で き る と と も に 、 固 定 部 が 切 断 し た 後 の 減 衰 振 動 の 効 果
も 格 段 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 手 段 は 、 水 素 タ ン ク の 支 持 方 法 と し て 、 水 素 タ ン ク を 強 度 を 有 す
る 容 器 の 内 部 に 、 同 容 器 の 内 壁 面 に 対 し て 適 当 な 隔 離 距 離 を 設 け て 固 定 し 、 同 水 素 タ ン ク
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が あ る 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け た 場 合 に 同 固 定 部 が 切 断 さ れ る よ う な 構 造 又 は 強 度 と し 、
前 記 容 器 が 前 記 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け て 前 記 固 定 部 が 切 断 し た 後 、 同 容 器 の 内 部 で 前 記
水 素 タ ン ク に 減 衰 振 動 を 起 さ せ て 、 衝 撃 を 吸 収 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 係 る 方 法 と し て 、 好 ま し く は 、 前 記 水 素 タ ン ク を 囲 む 前 記 容 器 内 の 空 間 部 に 衝 撃 緩 衝 材
を 充 填 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 方 法 に よ れ ば 、 同 水 素 タ ン ク が あ る 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け 、 水 素 タ ン ク を 容 器
に 固 定 す る 固 定 部 が 切 断 し た 場 合 で も 、 容 器 の 内 部 で 水 素 タ ン ク が 減 衰 振 動 を 起 こ し 、 衝
撃 を 吸 収 す る の で 、 水 素 タ ン ク が 破 損 、 破 断 す る ま で に は 至 ら な い 。
　 減 衰 運 動 を 起 こ す た め の 具 体 的 な 手 段 と し て は 、 た と え ば 容 器 の 内 部 に 気 泡 を 含 ん だ 発
泡 ス チ ロ ー ル な ど の 衝 撃 吸 収 材 を 充 填 す れ ば 、 簡 単 か つ 安 価 な 構 造 で 、 大 幅 な 改 造 等 を 要
す る こ と な く 、 大 き な 減 衰 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 手 段 は 、 水 素 タ ン ク の 両 端 に あ る 固 定 部 を ガ イ ド 部 材 に 摺 動 可 能 に 嵌 合
し 、 同 ガ イ ド 部 材 の 両 端 に そ れ ぞ れ 一 端 が 取 り 付 け ら れ 、 他 端 に ス ト ッ パ ー を 取 り 付 け た
一 対 の ダ ン パ ー ス プ リ ン グ に よ っ て 、 前 記 固 定 部 を ス ト ッ パ ー を 介 し 両 側 か ら 付 勢 す る よ
う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 前 記 固 定 部 が 切 断 さ れ な い 間 は 、 前 記 ガ イ ド 部 材 が 水 素 タ ン ク を 摺 動
可 能 に ガ イ ド す る 方 向 に 沿 っ た 衝 撃 に 対 し て 、 優 れ た 吸 収 性 能 が 発 揮 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 水 素 タ ン ク を 強 度 を 有 す る 容 器 の 内 部 に 、 同 容 器 の 内
壁 面 に 対 し て 適 当 な 隔 離 距 離 を 設 け て 固 定 し 、 同 容 器 が あ る 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け た 場
合 に 同 固 定 部 が 切 断 さ れ る よ う な 構 造 又 は 強 度 と し 、 前 記 容 器 の 内 壁 面 を 、 前 記 水 素 タ ン
ク が 前 記 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け て 前 記 固 定 部 が 切 断 し た 後 、 前 記 水 素 タ ン ク が 同 内 壁 面
に 衝 突 し て 減 衰 振 動 を 起 こ す 構 造 と し た こ と に よ り 、 容 器 が 規 定 値 を 越 す 大 き な 衝 撃 を 受
け た 場 合 で も 、 水 素 タ ン ク に 減 衰 振 動 を 起 こ し て 衝 撃 を 吸 収 す る こ と が で き 、 そ の た め 水
素 タ ン ク 自 体 の 破 損 、 破 断 に 至 る こ と は な く 、 水 素 タ ン ク へ の 引 火 等 の 危 険 を 招 く こ と は
な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た そ の 際 、 固 定 部 を 割 り ピ ン 構 造 と す れ ば 、 固 定 部 が 切 断 す る 衝 撃 力 を 正 確 に 設 定 で
き る と と も に 、 構 造 が 簡 単 で 安 価 と な る 。 さ ら に 固 定 部 の 構 成 に よ り 、 切 断 可 能 な 衝 撃 力
の 方 向 を 選 定 で き 、 必 要 と あ れ ば 、 全 周 方 向 に 対 す る 衝 撃 に 対 し て 、 衝 撃 吸 収 力 を 発 揮 で
き る よ う な 構 造 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 ま た 固 定 部 を 弾 性 体 で 構 成 し 、 前 記 水 素 タ ン ク を 弾 力 性 を も っ て 支 持 す れ ば 、 固 定 部 が
切 断 さ れ る ま で は 、 衝 撃 吸 収 力 を 向 上 で き る 。 ま た 容 器 の 内 壁 面 に 、 ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊
維 を コ ー テ ィ ン グ し た 炭 素 繊 維 層 を 貼 り 付 け る よ う に す れ ば 、 ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊 維 の 高
弾 性 特 質 を 生 か し て 、 減 衰 効 果 を 飛 躍 的 に 向 上 で き る と と も に 、 最 も 軽 量 で 高 強 度 の 高 圧
容 器 と す る こ と が で き る 、 等 の 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 本 発 明 の 防 護 方 法 と し て 、 水 素 タ ン ク を 強 度 を 有 す る 容 器 の 内 部 に 、 同 容 器 の 内 壁
面 に 対 し て 適 当 な 隔 離 距 離 を 設 け て 固 定 し 、 同 水 素 タ ン ク が あ る 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け
た 場 合 に 同 固 定 部 が 切 断 さ れ る よ う な 構 造 又 は 強 度 と し 、 前 記 容 器 が 前 記 規 定 値 以 上 の 衝
撃 を 受 け て 前 記 固 定 部 が 切 断 し た 後 、 同 容 器 の 内 部 で 前 記 水 素 タ ン ク に 減 衰 振 動 を 起 さ せ
て 、 衝 撃 を 吸 収 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 の 本 発 明 装 置 と 同 様 に 、 高 い 衝 撃 吸 収 能 力 を 有 し
、 水 素 タ ン ク の 破 損 、 破 断 を 招 く こ と が な い 。
　 ま た 水 素 タ ン ク を 囲 む 前 記 容 器 内 の 空 間 部 に 、 た と え ば 容 器 の 内 部 に 気 泡 を 含 ん だ 発 泡
ス チ ロ ー ル な ど の 衝 撃 吸 収 材 を 充 填 す れ ば 、 簡 単 か つ 安 価 で 大 き な 衝 撃 吸 収 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 の 第 ３ の 手 段 と し て 、 水 素 タ ン ク の 両 端 に あ る 固 定 部 を ガ イ ド 部 材 に 摺 動 可 能 に
嵌 合 し 、 同 ガ イ ド 部 材 の 両 端 に そ れ ぞ れ 一 端 が 取 り 付 け ら れ 、 他 端 に ス ト ッ パ ー を 取 り 付
け た 一 対 の ダ ン パ ー ス プ リ ン グ に よ っ て 、 前 記 固 定 部 を ス ト ッ パ ー を 介 し 両 側 か ら 付 勢 す
る よ う に し た こ と に よ り 、 簡 易 な 構 造 で 、 特 に 、 前 記 固 定 部 が 切 断 さ れ な い 間 は 、 前 記 ガ
イ ド 部 材 が 水 素 タ ン ク を 摺 動 可 能 に ガ イ ド す る 方 向 に 沿 っ た 衝 撃 に 対 し て 、 優 れ た 吸 収 性
能 が 発 揮 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 図 に 示 し た 実 施 例 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 但 し 、 こ の 実 施 例 に 記 載 さ
れ て い る 構 成 部 品 の 寸 法 、 材 質 、 形 状 、 そ の 相 対 配 置 な ど は 特 に 特 定 的 な 記 載 が な い 限 り
、 こ の 発 明 の 範 囲 を そ れ の み に 限 定 す る 趣 旨 で は な く 、 単 な る 説 明 例 に す ぎ な い 。
　 図 １ は 高 圧 水 素 タ ン ク を 搭 載 し た 燃 料 電 池 自 動 車 の 説 明 図 、 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例
に 係 る 高 圧 水 素 タ ン ク の 支 持 装 置 の 縦 断 面 図 、 図 ３ の （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 前 記 第 １ 実 施 例
に 係 る 遮 断 部 １ ５ の 具 体 例 を 示 す 断 面 図 、 図 ４ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る 高 圧 水 素 タ ン
ク の 支 持 装 置 の 斜 視 図 、 図 ５ の （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る 高 圧 水 素 タ
ン ク の 支 持 装 置 の 平 面 図 及 び 左 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 高 圧 水 素 タ ン ク を 搭 載 し た 燃 料 電 池 自 動 車 を 示 す 図 １ に お い て 、 １ は 、 車 体 の 後 方 下 部
に 設 け ら れ た 高 圧 水 素 タ ン ク ２ に 水 素 を 供 給 す る 水 素 充 填 口 で あ り 、 水 素 タ ン ク ２ に 貯 蔵
さ れ た 水 素 は 、 車 体 の 前 輪 付 近 に 設 け ら れ た 燃 料 電 池 ス タ ッ ク ３ に 送 ら れ る 。 燃 料 電 池 ス
タ ッ ク で 発 生 し た 電 気 は 、 パ ワ ー コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ の 指 令 に 従 っ て 、 車 輪 を 駆 動 す
る モ ー タ ５ 、 及 び ２ 次 電 池 ６ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 高 圧 水 素 タ ン ク の 防 護 装 置 の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ２
に お い て 、 １ １ は ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊 維 層 １ ２ で 内 張 り さ れ た 高 強 度 カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー
製 の 筐 体 で 、 同 筐 体 １ １ の 内 部 に 、 前 述 の ３ 層 シ ー ル ド 積 層 構 造 を 有 す る 高 圧 水 素 タ ン ク
１ ３ が 、 固 定 金 具 １ ４ に よ り 、 筐 体 １ １ の 内 壁 面 か ら 適 当 な 隔 離 距 離 を 設 け て 固 定 さ れ て
い る 。
　 固 定 金 具 １ ４ は 、 衝 撃 が あ る 既 定 値 を 越 え る と 切 断 す る 遮 断 部 １ ５ を 有 し 、 そ の た め あ
る 既 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け る と 、 水 素 タ ン ク １ ３ は 筐 体 １ １ か ら 切 り 離 さ れ て 、 筐 体 １ １
内 で 、 筐 体 １ １ の 内 壁 面 に 衝 突 を 繰 り 返 し な が ら 、 減 衰 振 動 を す る こ と で 、 衝 撃 を 吸 収 し
て い く 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 か か る 第 １ 実 施 例 に お い て 、 あ る 既 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け る と 、 水 素 タ ン ク １ ３ は 筐 体
１ １ か ら 切 り 離 さ れ て 、 筐 体 １ １ 内 で 、 筐 体 １ １ の 内 壁 面 に 衝 突 を 繰 り 返 し な が ら 、 減 衰
振 動 を す る こ と で 、 衝 撃 を 吸 収 し て い く た め 、 水 素 タ ン ク 自 体 は 保 護 さ れ 、 破 損 や 破 断 か
ら 免 れ る こ と が で き る 。 上 記 遮 断 部 １ ５ の 具 体 的 構 成 と し て 、 車 両 の ス テ ア リ ン グ コ ラ ム
シ ャ フ ト の 衝 撃 吸 収 機 構 に 採 用 さ れ て い る 、 割 り ピ ン な ど を 使 用 で き る 。 割 り ピ ン の 具 体
的 な 構 造 と し て は 、 図 ３ の （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 切 り 欠 き １ ５ ａ 又 は １ ５ ｂ を 有 す る も の
が あ る 。
　 こ の よ う な 構 造 の 切 り 欠 き は 、 た と え ば 車 体 が 崖 か ら 落 ち た 場 合 な ど も 含 め て 、 全 周 方
向 か ら の 衝 撃 に 対 応 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 車 体 の 各 所 に 車 体 が 衝 突 し た 際 に 邀 撃 力 を 検 知 す る 衝 突 セ ン サ ー を 取 り 付 け 、 衝 突
セ ン サ ー と 同 期 す る ア ク チ ュ エ ー タ を 設 け て 、 衝 突 時 ア ク チ ュ エ ー タ を 動 作 さ せ て 、 水 素
タ ン ク を 容 器 か ら 切 り 離 す よ う に し て も よ い 。
　 ま た 衝 突 時 に 水 素 配 管 が 破 損 し た 場 合 、 水 素 配 管 内 の 残 存 水 素 ガ ス に つ い て は 、 バ キ ュ
ー ム ポ ン プ で 自 動 的 に 残 存 水 素 を 吸 い 込 む よ う に し て お く 。
　 ま た 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 衝 突 時 に 水 素 タ ン ク を 開 閉 す る バ ル ブ を 自 動
的 に 閉 鎖 す る 手 段 、 た と え ば 車 体 に 衝 突 検 知 セ ン サ ー を 設 け 、 同 セ ン サ ー の 作 動 に よ り 、
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水 素 タ ン ク を 開 閉 す る 電 磁 弁 を 閉 鎖 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 か か る 第 １ 実 施 例 に よ れ ば 、 筐 体 １ １ は 、 ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊 維 層 １ ２ で 内 張 り さ れ た
高 強 度 カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー 製 で あ る た め 、 最 も 軽 量 で か つ 高 強 度 を 有 し 、 水 素 タ ン ク １ ３
が 衝 突 し た 際 の 減 衰 効 果 が 著 し い 。 ま た 水 素 タ ン ク １ ３ 自 体 も 前 述 の ３ 層 シ ー ル ド 積 層 構
造 を な し て い る た め 、 き わ め て 軽 量 か つ 高 強 度 を 有 し 、 相 当 の 耐 衝 撃 能 力 を 有 す る と と も
に 、 あ る 規 定 値 以 上 の 衝 撃 を 受 け て 、 遮 断 部 １ ５ が 切 断 さ れ た 後 で も 、 ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性
繊 維 層 １ ２ の 高 い 衝 撃 吸 収 性 能 に よ り 、 衝 撃 力 を 吸 収 し 、 破 損 、 破 断 を 招 く こ と が な い 。
　 ま た 切 り 欠 き 部 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 構 造 に よ り 、 全 周 方 向 の 衝 撃 に 対 し て 対 応 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 斜 視 図 で あ り 、 図 ４ に お い て 、 高 圧 水 素 タ ン ク ３ ３ は
高 強 度 の 容 器 ３ １ 内 に 、 図 ３ と 同 様 な 切 り 欠 き 部 ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ を 有 す る 固 定 金 具 ３ ４ ａ
， ３ ４ ｂ に よ り 、 容 器 ３ １ の 内 壁 面 に 対 し て 適 当 な 隔 離 距 離 を 設 け て 固 定 さ れ て い る 。
　 ま た 水 素 タ ン ク ３ ３ を 囲 む 容 器 ３ １ 内 の 空 間 部 に 、 適 当 な 衝 撃 吸 収 材 が 充 填 さ れ て い る
。 こ の 衝 撃 吸 収 材 に よ り 、 水 素 タ ン ク ３ ３ が 減 衰 振 動 を 起 こ し 、 衝 撃 が 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 本 発 明 装 置 の 第 ３ 実 施 例 に 係 り 、 図 ５ に お い て 、 水 素 タ ン ク ２ ３ の 両 端 は 、 こ ろ
２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ を 具 備 し 、 ガ イ ド 部 材 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ の ガ イ ド 溝 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ 内 を 摺 動
自 在 に ガ イ ド さ れ る 。 ガ イ ド 部 材 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ の 溝 の 両 端 に そ れ ぞ れ ダ ン パ ー ス プ リ ン
グ ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ の 一 端 が 取 り 付 け ら れ 、 ダ ン パ ー ス プ リ ン グ ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ の 多 端 に は
ス ト ッ パ ー ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か か る 第 ２ 実 施 例 に お い て 、 通 常 は 水 素 タ ン ク ２ ３ の 両 側 こ ろ ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ が 両 側 か
ら ス ト ッ パ ー ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ に 付 勢 さ れ て 支 持 さ れ て お り 、 ガ イ ド 部 材 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ の
長 尺 方 向 の 衝 撃 力 に 対 し 、 ガ イ ド 部 材 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ を 破 壊 す る よ う な 、 あ る 規 定 値 以 上
の 衝 撃 力 が 水 素 タ ン ク ２ ３ に 加 わ ら な け れ ば 、 水 素 タ ン ク ２ ３ は ガ イ ド 部 材 ２ ４ ａ ， ２ ４
ｂ の 溝 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ 内 を 摺 動 し 、 こ ろ ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ の 両 側 に 位 置 す る ダ ン パ ー ス プ リ
ン グ ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ に よ っ て 衝 撃 力 を 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 上 記 第 ３ 実 施 例 の 装 置 を 前 記 第 １ 実 施 例 あ る い は 第 ２ 実 施 例 の よ う な 筐 体 内 に 、 適
当 な 隔 離 距 離 を 設 け て 固 定 し て も よ い 。 こ の よ う な 構 造 と す れ ば 、 あ る 一 定 値 を 越 え た 衝
撃 力 が 水 素 タ ン ク ２ ３ に 加 わ っ た と き 、 水 素 タ ン ク ２ ３ が ガ イ ド 部 材 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ に よ
る 固 定 状 態 か ら 外 れ て も 、 水 素 タ ン ク ２ ３ は 、 筐 体 の 内 壁 面 と 衝 突 を 繰 り 返 し な が ら 、 衝
撃 力 が 吸 収 さ れ 、 そ の 作 用 で 、 水 素 タ ン ク ２ ３ が 破 損 、 破 壊 さ れ る こ と は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 燃 料 電 池 車 の さ ら な る 衝 突 安 全 性 を 高 め 、 事 故 な ど に 遭 遇 し た 場 合 の
一 方 向 の 衝 撃 、 あ る い は 崖 か ら 転 落 し た よ う な 全 周 方 向 の 衝 撃 を 受 け た 場 合 で も 、 燃 料 電
池 自 動 車 に 搭 載 さ れ て い る 水 素 タ ン ク の 破 損 、 破 壊 を 招 く こ と が な く 、 か つ 燃 料 電 池 車 の
大 幅 な 性 能 低 下 、 あ る い は 高 額 化 を き た す こ と の な い 水 素 タ ン ク の 支 持 装 置 及 び 方 法 を 提
供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 高 圧 水 素 タ ン ク を 搭 載 し た 燃 料 電 池 自 動 車 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 高 圧 水 素 タ ン ク の 防 護 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は そ れ ぞ れ 前 記 第 １ 実 施 例 に 係 る 遮 断 部 １ ５ の 具 体 例 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る 高 圧 水 素 タ ン ク の 防 護 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 高 圧 水 素 タ ン ク の 防 護 装 置 の 平 面
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図 及 び 左 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ 　 水 素 充 填 口
２ 　 高 圧 水 素 タ ン ク
３ 　 燃 料 電 池 ス タ ッ ク
４ 　 パ ワ ー コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト
５ 　 モ ー タ
６ 　 ２ 次 電 池
１ １ 　 高 強 度 カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー 筐 体
１ ２ 　 ケ ブ ラ ー 系 高 弾 性 繊 維 層
１ ３ ， ２ ３ ， ３ ３ 　 高 圧 水 素 タ ン ク
１ ４ ， ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ 　 固 定 金 具
１ ５ 　 遮 断 部
１ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ 　 切 り 欠 き 部
２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ 　 ガ イ ド 部 材
２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ 　 溝
２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ 　 ダ ン パ ー ス プ リ ン グ
２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ 　 ス ト ッ パ ー
３ １ 　 高 強 度 容 器 　
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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